
《専門教育科目 専門基礎科目》

◎

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考（教員経験の有無）》

《授業計画》

科目名 　保育内容（環境）

担当者氏名 　荘司　泰弘

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 2年・春期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

専門基礎-5 指導・保育の専門性

　こどもを取り巻く保育環境の調整技術を深める。人間だけが
生きているのではないことをこども達に伝える環境を探る。

　ポータルサイトのオンライン講義の資料を対面形式で使用す
る。

　幼保連携型認定こども園教育・保育要領
https://www.mhlw.go.jp/web/t_doc?dataId=00010420&dataTyp
e=0&pageNo=1

　保育室における保育材の環境、園庭における遊具の環境、自
然環境における生命との触れ合いの環境についてさらに深い技
術を身につける。

　「保育内容総論」の環境による援助の予備知識が必要です。

　試験 60％
　成果発表 40％。

　「保育内容総論」の関連下位科目です。
　実習園庭での栽培実習と保育実習室での壁面構成を課すが、
オンライン希望者には自宅での作業とする。

週 テーマ 学習内容

1
オリエンテーション 生命伝達と栽培について考える。

実技は「苗を植える」です。

2
認定こども園教育要領 環境による保育について考える。

実技は「名札をつける」です。

3
自然環境と保育活動 春の動植物環境と散歩について考える。

実技は「畠の作業」です。

4
壁面構成の環境 原色の不自然さについて考える。

実技は「壁面構成」と「畠の作業」です。

5
園舎の環境 園庭環境の危機管理について考える。

実技は「畠の作業」と「壁面構成」です。

6
保育室の環境 乳幼児の遊具について考える。

実技は「畠の作業」と「壁面構成」です。

7
保育遊具の環境 フレーベル教育遊具、積み木について考える。

実技は「畠の作業」と「壁面構成」です。

8
生活・感覚遊具の環境 モンテッソーリ教具、知育教材について考える。

実技は「畠の作業」と「壁面構成」です。

9
算数・言語遊具の環境 夏の動植物環境と散策について考える。

実技は「畠の作業」と「壁面構成」です。

10
絵本の環境 絵本の読み聞かせと平和教育について考える。

実技は「畠の作業」と「壁面構成」です。

11
援助と支援の環境 発達課題や到達目標の発想を再考する。

実技は「畠の作業」と「壁面構成」です。

12
心を育てる環境 自然をガイドラインにした保育環境について考える。

実技は「畠の作業」と「壁面構成」です。

13
屋外保育の環境 屋外保育と散歩について考える。

実技は「畠の作業」と「壁面構成」です。

14
生命を伝える環境 動植物環境と共存環境について考える。

実技は「畠の作業」と「壁面構成」です。

15
まとめ 発見学習環境を通した保育について総括する。
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